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２０４０年に向けて
日本で高齢化がピークに近づく

生産年齢人口の減少が進む

高齢者の救急患者

高齢者の救急車での搬送件数

高齢者を支える若者

病院・介護施設で働く人



高齢者救急
の特徴

• 85歳以上の高齢者救急の特徴は、手術を伴
うものは少ない。

• 高齢者はベッド上安静で筋力低下が著しい。
入院早期からの離床やリハビリテーション、早
期退院による身体活動増加が重要。

• 高齢になるほど入院している日数は長い。

• その原因は、安静による筋力低下、動けなく
なる。認知症等の合併症が明らかになる。独
居のため帰れない。（2040年頃は今よりも独
居が増える）



2040年の高齢者救急、どうする？

「病院単独」ではなく、「地域全体」で高齢者救急を支える

病院ごとの役割分担

新しい地域医療構想

病院間の医療連携を更に強化

現在、
国が進めています













「断わらない救急」を続けていくためには・・





二次救急医療機関と連携
• 青山病院
• 板倉病院
• 北習志野花輪病院
• セコメディック病院
• 滝不動病院
• 千葉徳洲会病院
• 東船橋病院
• 船橋総合病院
• 船橋中央病院
• 船橋二和病院
• 谷津保健病院
• 初富保健病院
• 津田沼中央総合病院
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救急患者連携搬送・締結書類を交換



救急患者連携搬送（下り搬送）
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安心して暮らせる街 船橋
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